
恥．306

『
、

　　㎜

　　　　　ハ　　　げて　　へ　　　　　　　　　　　　　

　60年
、

編集と発行　白石市役所総務課・宮城県自石市字桜小路35・・印刷　鈴木印刷所

　　　　　藍誌i』徳…齪．
　　　　　　　　　　懸’r轟灘，誕　麟齢犠．

　　　　　　　灘酵・脳・，　．謬．躍麟臨甑　

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　、’濯：謎繕灘認羅…．き　　「一賛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロお　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬の使者白鳥　1口1囲

　　　穫賀新葬

　　　　今月の主な内容

縫蕪頚難ii、i、iiil三ii

トピックス、わが家の味………一……・一P8～P9

市民登場・地名アレコレ・わたしのケッサク＿＿P10～P11

わが家のアイドル、市民文芸

おしらせ・公民館だよリ……＿．…＿．Pl2～P15
市・県民税確定申告

カメラ・ニュース、休日急患当番医、定例相談…・　　一P16



競
裂
探
霧
霧
羅
霧
霧
霧
燐
淘
携
憲
忽
薫
弊

仙
南
の
発
展
菟
團
指
し

よ
り
よ
い
都
市
づ
く
り

臨『三
緊
諦
，

噸
噸

糞
日
，

　
よ

轡
＼
　
　
．

　
　
　
　
駆

貞一

市長
川井

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
二
琴
お
そ

ろ
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
昭

和
六
十
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
内
外
と
も
に
多
事
多
端

で
あ
り
ま
し
た
が
、
長
び
く
経
済
不

況
も
や
や
低
迷
か
ら
脱
す
る
ム
ー
ド

が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
市
民
生
活
に

お
い
て
も
明
る
い
見
通
し
に
加
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
前
進
へ
の
力

強
い
ご
協
力
を
賜
り
深
甚
な
る
敬
意

と
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
昨
年
夏
、
南
蔵
王
山
麓
で
「
未
知
へ

の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
一
回

シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
大
会
が
、
内
外

か
ら
約
五
千
人
の
若
人
が
参
如
し
、

新
春
を
迎
え
て
撃
・
瀦
灘
驚
豪
霧
窺
霧
竃

華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
私
た

ち
に
と
り
ま
し
て
は
、
わ
が
臼
石
市

の
状
況
を
踏
ま
え
て
大
会
を
顧
み
る

博
、
テ
ー
マ
か
ら
次
代
に
向
け
、
一

人
ひ
と
り
が
広
い
視
野
と
勇
気
を
も

っ
て
働
き
か
け
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
教
訓
が
記
憶
に
残
る

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
・

　
本
年
は
、
「
国
際
青
年
年
」
に
あ
た
り
、

こ
の
地
が
若
人
の
活
動
の
場
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
来
夏
開
催
の
第
九
回

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
は
じ
め
、
国
立

青
少
年
野
外
活
動
施
設
が
整
備
さ
れ

ま
す
こ
と
は
、
青
少
年
の
育
成
に
大
き

く

寄
与
さ
れ
ま
す
と
同
時
に
当
市
の
新

し
い
位
置
づ
け
を
示
唆
す
る
所
で
す
。

　
昨
年
十
一
月
、
大
鷹
沢
農
工
団
地

に
進
出
を
決
定
し
ま
し
た
待
望
の
男

子
型
工
場
㈱
卜
ー
キ
ン
白
石
が
、
本

年
五
月
操
業
を
目
指
し
着
工
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
若
い
世
代
の
地
元
定

着
化
に
一
層
拍
車
を
か
け
、
活
気
あ

る
白
石
へ
の
移
行
を
図
る
上
で
明
る

い
話
題
と
し
て
市
民
の
期
侍
に
応
え

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
．
鴇
．

　
市
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、
大

鷹
沢
中
学
校
の
改
築
を
含
め
た
統
合

中
学
校
の
新
設
と
自
石
中
学
校
の
改

築
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
市
の

最
重
点
施
策
で
あ
り
、
と
り
わ
け
昭

和
六
十
年
度
中
に
統
合
中
の
用
地
取

得
の
予
算
化
を
行
い
、
順
次
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
白
石
川
河
川
敷
を
利
用
し

た
「
緑
地
公
園
」
の
整
備
計
画
に
基
づ

き
国
、
県
の
協
力
を
得
て
、
本
年
十
月

を
目
標
と
し
た
野
球
場
の
設
置
に
取
り

組
み
、
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
す
。

　
さ
ら
に
、
国
鉄
か
ら
白
石
駅
の
貨

物
駅
跡
地
を
市
が
利
用
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
、
民
間
主
導
型
で
駅
前
商

店
街
の
再
開
発
に
向
け
て
活
性
化
を

計
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
三
月
、
東
北
新
幹
線
上
野
駅

開
業
に
伴
い
、
白
石
蔵
王
駅
を
有
す

る
わ
が
白
石
市
は
、
仙
南
の
拠
点
都

市
と
し
て
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る

所
で
す
、
そ
こ
で
広
域
観
光
へ
の
対
処

に
つ
い
て
一
言
申
し
上
げ
ま
す
．
雄

大
な
蔵
王
連
峰
と
観
光
を
結
び
つ
け

る
に
は
、
当
市
と
七
ケ
宿
町
、
川
崎

町
、
蔵
王
町
の
一
市
三
町
で
組
織
さ

れ
て
い
る
蔵
王
山
麓
観
光
協
議
会
の

力
を
ふ
る
に
活
か
し
、
総
合
的
に
P

R
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

七
ケ
宿
町
で
は
、
本
年
冬
す
ー
プ
ン

の
同
町
営
宮
城
蔵
王
七
ヶ
宿
ス
キ
ー

場
、
ゲ
ム
周
辺
を
中
心
と
し
た
リ
フ

レ
ソ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事

業
に
よ
る
開
発
、
川
崎
町
で
は
、
国

営
み
ち
の
く
仕
の
湖
畔
公
園
の
建
設
、

蔵
王
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
み
ゃ
ぎ

蔵
王
こ
け
し
館
の
活
用
と
私
企
業
で

あ
る
二
つ
の
リ
ゾ
ー
ト
基
地
の
建
設
、

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
南
蔵
王
自

石
ス
キ
ー
場
の
拡
張
及
び
川
原
子
ダ

ム
周
辺
の
開
発
を
含
め
て
の
南
蔵
王

の
開
発
整
備
と
先
に
申
し
上
げ
ま
し

た
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
開
催
、
加
え

て
国
立
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
建
設
と
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

臼
押
し
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ
て

れ
ら
の
有
機
的
結
台
を
図
り
な
が
ら

通
年
観
光
、
滞
在
観
光
が
さ
ら
に
推

し
進
め
ら
れ
る
よ
う
当
市
が
広
域
観

光
の
拠
点
と
な
り
、
み
や
ぎ
蔵
王
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
、
南
蔵
王
山

麓
に
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
新
し
い
街
づ
く
り
は
、
や

は
り
市
民
の
皆
様
の
創
意
と
工
夫
が

必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
活

力
に
満
ち
た
白
石
市
の
建
設
に
誠
意

覚
悟
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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毎せ
新春を迎えて

魅
力
あ
る

街
づ
く
り
を
目
指
し

市議会議長

小室欣一

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
は
、
幸
い
好

天
候
に
恵
ま
れ
、
辛
う
じ
て
五
年
続

き
の
冷
害
は
免
か
れ
、
ま
た
景
気
に

も
下
げ
止
ま
り
か
ら
上
向
き
の
気
配

が
見
え
て
き
た
と
も
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
長
期
化
し
た
経
済
の
不
況
、
そ

し
て
国
、
地
方
を
通
ず
る
財
政
の
危

機
的
様
相
に
加
え
、
四
年
続
き
の
異

常
気
象
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
な
ど
、

市
民
生
活
や
、
市
の
行
財
政
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
、
総
じ
て
沈

滞
ム
ー
ド
に
お
お
わ
れ
た
一
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
迎
え
た
昭
和
六
十
年
は
、

数
多
く
の
重
要
課
題
を
抱
え
、
市
政

の
各
般
に
わ
た
り
、
か
な
り
厳
し
い

年
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
本
市
が
大
き
く

飛
躍
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る

極
め
て
重
要
な
年
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
早

期
完
成
が
待
た
れ
る
新
幹
線
駅
と
市

の
中
心
部
を
結
ぶ
、
都
市
計
画
街
路

な
ど
の
市
街
地
再
開
発
事
業
を
は
じ

め
市
内
の
交
通
体
系
確
立
の
た
め
の

幹
線
道
路
の
整
備
、
ま
た
、
住
宅
、
公

園
緑
地
、
上
・
下
水
道
な
ど
生
活
環

境
の
整
備
、
促
進
、
観
光
需
要
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
の
推
進
、
あ
る
い
は
、
農

業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の
生
産

基
盤
の
整
備
な
ど
、
い
づ
れ
も
市
民

生
活
の
向
上
、
市
政
の
発
展
に
極
め

て
重
要
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現

況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
統
台
中
学
校

の
建
設
、
白
石
中
学
校
の
改
築
な
ど

教
育
施
設
の
整
備
充
実
、
な
ら
び
に

雇
用
安
定
の
た
め
の
企
業
誘
致
は
本

市
に
お
け
る
当
面
の
最
重
点
施
策
で

あ
り
、
そ
の
早
期
実
現
に
は
市
当
局

と
も
ど
も
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
し
て
ゆ

く
た
め
に
は
、
巨
額
の
財
政
需
要
と

多
く
の
困
難
が
伴
う
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
殊
に
、
現
在
国
、
地
方
と

も
行
政
改
革
と
い
う
厳
し
い
局
面
に

立
た
さ
れ
て
い
る
折
で
も
あ
り
、
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
れ
一
つ
と
り
ま
し
て
も
今
後

本
市
が
飛
躍
的
に
発
展
し
て
ゆ
く
た

め
の
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
の
で

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
更
に
創

意
工
夫
を
重
ね
、
こ
の
厳
し
い
試
練

を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
．
．
ど
う
か
本
年

も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
叱
声
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

㌘

冨
？

穐

あけまして
おめでとうございます一〔

一
治
弘
弐
芳
雄
二
一
作
藏
一
人
郎
吾
雄
雄
郎
男
市
孝
助
男
信
吉
一
策

　
代
　
　
　
　
多
　
　
　
　
　
　
　
治
　
　
　
　
四

欣
一
一
一
康
仲
　
喜
一
彦
清
八
元
正
慶
良
文
倉
徳
正
昭
義
慶
喜
重
宗
彦
惣

室
見
木
藤
竹
橋
藤
木
橋
目
室
藤
槻
沢
子
藤
本
本
野
泉
橋
又
西
谷
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

小
吉
鈴
佐
佐
み
口
同
佐
鈴
高
矢
小
遠
大
半
高
遠
橋
松
制
和
高
鹿
上
山
斎
小

長
長
員

議
議
議

会
畠
会

議
灘
議
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
”
：

市
市
市

石
石
石

臼
白
白
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市
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
税
収
入
は
、
他
の
類
似
団

体
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
前
年

同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
八
十

五
億
一
千
四
百
十
三
万
八
千
円
（
対
前
年
度
比
五
・
九

％
減
）
、
歳
出
決
算
額
は
八
十
二
億
百
五
十
万
七
千
円

（
対
前
年
度
比
六
・
六
％
減
）
で
、
差
し
引
き
三
億
一

千
二
百
六
十
三
万
一
千
円
の
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
一
億
五
千
七
百
万
円
が
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
ら
れ
、
一
億
五
千
五
百
六
十
三
万
一
千
円
が
五

十
九
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
構
成
を
み
ま
す
と
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
は
四
十
三
億
九
千
百

三
十
七
万
七
千
円
で
全
収
入
の
五
一
・
五
％
、
市
税
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど
の
自
主

財
源
は
四
十
一
億
二
千
二
百
七
十
六
万
一
千
円
で
全
収

入
の
四
十
八
・
五
％
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
三
・

九
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
給

食
費
実
費
徴
集
金
が
五
十
八
年
度
か
ら
予
算
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
こ
と
、
国
鉄
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
渇
水
対

策
事
業
に
対
す
る
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
次
に
市
が
仕
事
を
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
費
用
の

中
身
を
目
的
別
に
分
け
て
み
ま
す
と
、
農
林
道
の
新
設

改
良
、
転
作
水
田
整
備
、
林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
を

行
っ
た
農
林
水
産
業
費
が
十
五
億
九
千
八
百
三
十
七
万

円
で
、
昨
年
同
様
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
に
は
、
国
鉄
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
渇
水
対
策
事
業

費
九
億
七
千
五
百
四
十
二
万
四
千
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

　
次
い
で
、
道
路
・
橋
梁
の
新
設
改
良
、
土
地
区
画
整

理
、
公
園
整
備
、
住
宅
建
設
な
ど
を
行
っ
た
土
木
費
が

十
二
億
百
二
十
万
四
千
円
で
第
二
位
、
第
三
位
は
生
活

保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る

民
生
費
が
十
一
億
四
千
二
百
八
十
三
万
六
千
円
、
第
四

位
は
、
小
中
学
校
施
設
の
整
備
、
プ
ー
ル
建
設
な
ど
を

行
っ
た
教
育
費
の
十
億
一
千
八
十
三
万
七
千
円
、
以
下

総
務
費
九
億
八
千
二
百
六
十
四
万
七
千
円
、
衛
生
費
七

億
九
千
八
百
四
十
六
万
七
千
円
、
公
債
費
六
億
四
干
八

百
九
十
三
万
九
千
円
、
消
防
費
二
億
三
千
七
百
十
七
万

八
干
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　▲下水道工事

85億1，414万円

1，470，800（17．2％）

1，361，852（16．0％）

388，600（4．6％）

使用料及び手数料163，772（1．9％）

繰越金134，335（1．6％）

繰入金132，950（1，6％）

地方譲与税131，943（1．5％〕

自動車取得税交付金87，274（1．O％〕

財産収入56，333（0。7％）

分担金及び負担金
　　　27，181（0，3％

「
　　　その他28，379
　　　　　　（0．3％〉

歳入

2，294，718（27，0％）

　r2，236，001（26．3％）

市
債

諸
収
入

国
・
県
支
出
金

市
　
税

地
方
交
付
税

（単位千円）

）
　
0

立
思
2

15

10

5

o

市税収入内訳
　　　その他
　　　6，863万8千円13．1％

舗辮円，、．4％、1

万
円
脇

党
05
千
渇

民
都
　
ー

市
聯
　
　
　
円

　
　
額
肥
額
汗

　
　
　
菊
済
萌

　
　
算
6
　
　
0

　
　
　
軌
入
6

　
　
予
備
収
儒

　
　
　
2
　
2
2

電気税
1億1，699万9干円〔5．2％〕

！
ー
窪
し

猛
怖

㎞［「一■・学妓水詠フ」1し瓢
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▲大平小学校プール

82億151万円歳出

o

4

8

12

16

意

（単位千円）

農
林
水
産
業
費

土
木
費

民
生
費

教
育
費

総
務
費

衛
生
費

公
債
費

　
　
　
　
　
　
　
7
8
％

　
　
　
　
　
ラ
　
　
ロ
　

　
　
　
費
9
8
％
臥
L

　
　
　
日
7
5
　
5
（

　
　
　
　
サ
　
　
り
　
　
ロ
　
ユ

費
2
8
％
復
2
4
q
費

働
渇
2
害
1
　
会

労
94
q
災
　
　
議

商工費204，525（2、5％

消防費237，178（2．9％

648，939（7．9％）一

　　　　982，467（9．7％

982，647（12．0％）

1，010，837（12．3％1

1，142，836（13．9％）

1，201，204（14．7％）

市民1人当り
使った費用

、193，491円

1，598，370（19。5％）
　　『　　人口42，387人
S59，3，31日現在　世帯数11，348戸

特別会計

18億　4玉2万円

17億6，387万円

16億8，602万円

業
事
額
額
額

険

撃
罐

健
民
予
収
支

国

1，502万円

1，423万円

王，418万円

　
額
額
額

業

肇
罐

水
易
予
収
支

簡

4億1，165万円

4億1．王22万円

4億1．122万円

　
額
額
額

蝶
算
露

道
水
予
収
支

下

4，011万円

3，951万円

3，951万円

業
事
額
額
額

場

嚇
算
罐

奮
方
予
収
支

地

12億　528万円

12億　　65万円

11億9，783万円

老人保健

予　算額
収入済額
支出済額

上水道事業会計

収益的収入及び支出

　　　　（経常経費〉

　収入予算額　　2億6，757万円

収入済額　2億9，770万円

　支出予算額　　2億7，823万円

　支出済額　2億7，013万円

資本的収入及び支出

　　　　（投資的経費）

収入予算額　　　　124万円

収入済額　　　64万円
　支出予算額　　　5，399万円

　支出済額　　5，019万円

5
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▲所信表明を述べる

　
第
九
代
市
長
と
し
て
今
後
四
ケ
年

市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
緊
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
行
政
に
つ
い
て
の
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
僕
の
精
神
に
徹

し
、
私
な
り
に
勉
強
し
て
、
仙
南
の

中
核
都
市
白
石
の
名
に
相
応
し
い
都

市
づ
く
り
と
市
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
、
職
員
と
と
も
に
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
あ
り
ま
す
。
議
員
諸
賢
を
は

じ
め
市
民
各
位
の
特
段
の
ご
支
援
を

切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
こ
の
た
び
の
市
長
選

に
あ
た
り
ま
し
て
幾
つ
か
の
主
要
施

策
を
公
約
と
し
て
掲
げ
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

幸
に
し
て
大
方
の
共
感
と
ご
支
援
を

得
て
当
選
の
栄
に
浴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
Q

　
私
の
掲
げ
た
公
約
は
、
い
ず
れ
も

重
要
且
つ
緊
急
を
要
す
る
も
の
ば
か

り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
す
べ

て
を
一
挙
に
実
行
す
る
こ
と
は
財
政

上
の
理
由
の
み
な
ら
ず
、
諸
手
続
き

等
の
関
係
か
ら
も
困
難
で
あ
る
こ
と

は
ご
了
承
の
と
お
り
で
、
私
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
即
時
実
行
で
き
る
も

の
は
実
行
に
移
す
と
し
て
、
財
政
上

そ
の
他
の
制
約
か
ら
即
時
実
行
の
難

し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
展

望
に
立
っ
て
優
先
順
位
を
設
定
し
、

実
現
に
向
け
て
着
実
且
つ
強
力
に
実

行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
当
面
私
が
最
重
点
施
策
と
し
て
真

っ
先
に
取
り
組
み
た
い
と
す
る
施
策

は
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
就
中
、

大
鷹
沢
中
学
校
の
改
築
を
含
む
い
わ

ゆ
る
統
合
中
学
校
の
新
設
と
白
石
中

学
校
の
改
築
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る

悲
願
で
あ
り
、
そ
れ
を
果
た
す
こ
と

が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と

信
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
翻
っ
て
市
の
財

政
事
情
を
み
る
と
き
、
全
国
各
自
治

体
共
通
の
現
象
な
が
ら
、
わ
が
国
経

済
が
低
成
長
時
代
に
転
じ
た
こ
と
を

反
映
し
、
年
を
逐
っ
て
逼
迫
の
度
を

加
え
、
最
早
新
規
事
業
を
起
す
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
至
難
の
状
況
に
あ

る
と
申
し
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
財
政
力
の
脆
弱
な
当
市
に

と
っ
て
、
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が

ら
、
統
合
中
学
校
の
用
地
取
得
、
造

成
か
ら
校
舎
新
築
、
さ
ら
に
白
石
中

学
校
の
改
築
と
い
う
一
連
の
事
業
を

短
い
年
月
の
中
で
実
施
す
る
に
は
、

そ
れ
相
当
の
苦
難
を
覚
悟
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
全
市
民
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
が
な
け
れ
ば
到
底
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
最
重
点
施
策
と
し
て
こ
の

学
校
問
題
を
取
り
上
げ
る
か
ら
に
は
、

他
の
事
業
等
へ
の
直
接
、
間
接
的
影

響
は
避
け
ら
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
補
助
金
、
交
付
金
等
の
廃
止
、

ま
た
は
削
減
の
事
態
も
あ
り
得
る
こ

と
を
率
直
に
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
は

こ
の
点
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
特
に

認
識
を
い
た
だ
き
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
議
員
の
み
な
さ
ま
に
お
配
り
い
た

し
ま
し
た
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
昭

和
六
十
一
年
度
ま
で
の
三
ケ
年
の
実

施
計
画
書
に
も
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、

昭
和
六
十
年
度
は
万
難
を
排
し
て
統

合
中
学
校
の
用
地
を
取
得
い
た
し
ま

す
。
一
方
庁
内
に
も
専
門
職
員
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
綿
密
な
計
画
を
策
定
の
う
え

財
政
措
置
を
講
じ
、
国
・
県
と
の
協

議
を
進
め
、
能
う
限
り
の
早
期
完
了

を
目
指
し
で
渾
身
の
努
力
を
い
た
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
市
民

各
位
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
ご
鞭
重

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
次
に
観
光
行
政
に
つ
い
て
少
し
く

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
一
昨
年
六
月
二
十
三
日
、
侍
望
の

東
北
新
幹
線
が
大
宮
駅
を
暫
定
始
発

駅
と
し
な
が
ら
も
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
も
高
速
交
通
網
の
整
備

が
成
さ
れ
、
関
東
、
関
西
方
面
か
ら

熱
い
眼
差
し
が
注
が
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
春
三
月
十
四
日
、

上
野
駅
開
業
が
本
決
ま
り
と
な
り
、

臼
石
蔵
王
駅
停
車
列
車
本
数
も
現
行

の
「
あ
お
ば
」
の
み
の
二
十
往
復
が

「
や
ま
び
こ
」
の
上
下
各
一
本
が
停

車
す
る
の
を
含
め
、
一
挙
に
三
十
二

往
復
の
列
車
が
停
ま
る
こ
と
に
な
り
、

首
都
圏
と
二
時
間
足
ら
ず
で
結
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
、
蔵

王
連
峰
と
そ
の
裾
野
に
広
が
る
数
多

く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
本
市
を
は

じ
め
各
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
観

光
事
業
に
取
り
組
む
の
で
は
効
果
も

半
減
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
五
十

六
年
度
に
広
域
観
光
都
市
づ
く
り
を

目
指
し
て
白
石
市
、
七
ケ
宿
町
、
蔵

王
町
、
川
崎
町
の
一
市
三
町
で
設
立
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し
た
宮
城
蔵
王
山
麓
観
光
協
議
会
を

有
効
に
機
能
さ
せ
、
通
年
観
光
、
滞

在
観
光
を
よ
り
一
層
推
進
さ
せ
て
い

く
必
要
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
議

員
の
み
な
さ
ま
も
既
に
ご
承
知
の
と

お
り
、
蔵
王
山
麓
を
め
ぐ
る
観
光
事

業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
七
ケ
宿
町

で
は
来
年
冬
オ
ー
プ
ン
の
同
町
営
宮

城
蔵
王
七
ケ
宿
ス
キ
i
場
、
ダ
ム
周

辺
の
開
発
、
蔵
王
町
で
は
み
や
ぎ
蔵

王
こ
け
し
館
の
活
用
と
民
間
資
本
に

よ
る
大
リ
ゾ
ー
ト
基
地
の
建
設
、
川

崎
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
営
み
ち

の
く
杜
の
湖
畔
公
園
の
建
設
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
南
蔵
王
白
石
ス

キ
ー
場
の
拡
張
及
び
川
原
子
ダ
ム
周

辺
の
開
発
を
含
め
て
の
南
蔵
王
の
開

発
整
備
と
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
の
開
催
、
国
立
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
大
き
な
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
が
目
自
押
し
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
地
場
産
業
の
育
成
、
商
工
農
業
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
近
隣
市
町

と
の
強
力
な
連
帯
を
保
ち
、
観
光
客

誘
致
と
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
充
実

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
市
政
を
担
う
に
あ
た
っ
て
の

所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
が
、
工

場
誘
致
、
農
業
振
興
対
策
、
商
店
街

の
活
性
化
、
福
祉
事
業
の
充
実
、
文

化
事
業
等
の
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
審
議
の
過
程
で
詳
述
い
た
し

ま
す
が
、
何
一
つ
と
し
て
私
一
人
で

で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
議

会
の
ご
協
力
、
市
民
各
位
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
職
員
の
総

力
を
結
集
し
て
強
力
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

高
橋
亨
助
役
再
任

十
二
月
十
四
日
開
会
の
定
例
議

　
　
　
　
　
　
　
　
■

会
に
お
い
て
・
蔑
多
数
に
よ
り
一

高
橋
亨
助
役
（
六
十
二
歳
）
の
再
皿

任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
再
』

ら
せ
し
ま
す
。

　
高
橋
助
役
は
、
旧
福
岡
村
役
場
　
』

を
経
て
約
三
十
年
間
を
市
の
幹
部

職
員
と
し
て
行
政
に
携
わ
り
、
昭

和
五
＋
二
年
書
羅
の
助
役
を
㎜

二
期
務
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
1
－
I
I
I
i
L
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【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
　
　
　
　
も

鶏
も
も
肉
2
枚
・
み
そ
習
・
み
り
　
ご
存
匁
で
す
カ
リ
・

ん
大
さ
じ
1
杯
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
　
　
”
み
そ
の
上
手
な
使
い
方
”

2
杯
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
前
み
そ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

（
つ
け
汁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
こ
れ
は
昔
は
各
家
庭
で
み
そ

み
り
ん
大
さ
じ
2
杯
、
し
ょ
う
ゆ
大
　
を
作
り
、
ど
の
家
の
み
そ
も
そ
れ
ぞ

さ
じ
2
杯
、
酒
大
さ
じ
2
杯
。
　
　
　
れ
お
い
し
く
、
そ
れ
を
主
婦
た
ち
が

（
つ
け
合
わ
せ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
自
慢
し
た
と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で

キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、
み
か
ん
（
缶
詰
）
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
み
そ
の
種
類

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
ど
、
多
様
に
味
が
異
な
る
と
い
う
こ

①
も
も
肉
は
軽
く
塩
を
ふ
っ
て
一
〇
　
と
に
も
な
る
わ
け
で
す
。

分
ほ
ど
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
販
さ
れ
て
い
る
み
そ
は
、
大
き

②
み
そ
に
み
り
ん
を
混
ぜ
て
、
甘
め
　
く
分
け
て
白
み
そ
と
赤
み
そ
と
い
う

　
の
ね
り
み
そ
を
作
る
。
　
　
　
　
　
よ
う
に
見
か
け
の
違
い
で
呼
ぶ
も
の
、

（
③
も
も
肉
の
水
気
を
ふ
き
②
を
つ
け
る
　
仙
台
、
西
京
、
信
州
な
ど
と
み
そ
の

毒♪
松野　久子さん（越河）

鶏

肉

の

幽
庵
焼

　
（
ゆ
）
つ
け
汁
を
一
煮
立
ち
さ
せ
③
の
も

　
　
も
肉
の
み
そ
を
と
っ
て
一
〇
分
ほ

　
　
ど
つ
け
て
お
く
。

　
（
◎
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

　
　
2
杯
を
熱
し
、
皮
を
下
に
し
て
焼

　
　
き
始
め
、
返
し
て
焼
く
。

⑥
焼
き
あ
が
っ
た
ら
ー
㎝
巾
位
に
そ

　
　
ぎ
切
り
に
し
、
付
け
合
わ
せ
を
あ

　
し
ら
ン
フ
o

⑳

が

翻

㊥

鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

で
き
る
地
方
の
地
名
を
つ
け
た
も
の
、

米
み
そ
、
豆
み
そ
と
い
う
よ
う
に
原

料
の
違
い
で
呼
ぶ
も
の
、
甘
み
そ
、

辛
み
そ
と
味
覚
の
違
い
で
呼
ぶ
分
け

方
が
あ
り
ま
す
。

　
み
そ
の
代
表
的
な
料
理
は
み
そ
汁

で
す
が
、
単
独
で
な
く
何
種
類
か
の

み
そ
を
混
ぜ
て
使
う
と
い
ち
だ
ん
と

味
が
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

八
丁
み
そ
と
京
風
み
そ
の
よ
う
に
赤

み
そ
と
自
み
そ
を
混
ぜ
て
使
っ
た
り
、

信
州
み
そ
と
越
後
み
そ
と
い
う
よ
う

に
二
種
類
以
上
の
赤
み
そ
を
合
わ
せ
■

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
み
そ
汁
を
作
一

る
と
き
は
季
節
に
よ
る
味
覚
の
変
化
一

も
考
慮
し
た
い
も
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
暑
い
と
き
に
さ
っ
ぱ
り
し
た
赤

み
そ
や
豆
み
そ
を
使
い
、
冬
の
寒
い

時
期
に
濃
厚
な
臼
み
そ
仕
立
て
と
い

う
の
も
上
手
な
使
い
方
で
す
。

　
み
そ
に
は
油
を
よ
く
吸
い
つ
け
る

性
質
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
た
め
煮
…

な
ど
に
み
そ
を
混
ぜ
る
と
よ
／
＼
ま

た
み
そ
の
粘
着
性
を
利
用
し
て
、
で

ん
が
く
な
ど
調
味
料
を
は
り
つ
け
る

形
の
料
理
に
も
適
し
ま
す
。

　
ま
た
、
に
お
い
の
吸
着
や
に
お
い

消
し
の
作
用
も
あ
り
、
生
臭
い
さ
ば

や
鯉
を
煮
る
と
き
に
使
っ
た
り
、
肉
り

を
焼
く
と
き
の
た
れ
な
ど
に
少
し
混

ぜ
て
お
く
と
有
効
で
す
。

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和59年12月1日　臼石市

晶 名

1．砂 糖

2．しょう油
3，サラダ油

4．小麦粉
5．食パ ン

6．マーガリン
7、牛 し奪す

タ8
9．　ティッシュペーノ“一

10，ラ　ッ　プ
11．プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガ、ノ1∫ン

軽7 由

18，A　重油

銘柄・規格

上自糖　 1kg

本醸造上級戯口　　　1．8r戸

　　1び、充代タムみ1
ポリ容器入り　　1kg

薄力粉　 1kg

並　 食　　1斤
ソフトカ，レトン入り225g

紙容器入り　1，000cα

カルトン入り　225g
400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡ （気体）

並　皿 皿
コー，レ1、「こシ　ョー　トカ　ノ　ト及こ♪‘

七／ト合む1

小学生調髪（洗髪を含む）

（店頭価格　　184）

（配達料込み　18ぞ）

1　召　現　金
1　2　現　金
1　4　現　金

最高値
288円
525

590

240

170

215

280

598

158

238

5，150

450

1，600

6．000

1，500

1，500

155

108

85

最低値
268円
418

430

208

150

163

198

375

120

118

5，000

370

1，400

4，500

1，350

1，400

！50

11）0

72

平均値

273円
449

525

221

155

192

231

427

150

183

5，080

427

1，500

5，250

1，428

1，466

152

103

79

前月平均価格

273円
449

542

220

155

193

235

427

150

183

5，079

424

1，500

5，250

1，456

1，491

153

104

81

対前月価格比

　＿％

△3．1

0．5

△0．5

△1．7

0．0

0．7

△1．9

△1．7

△0．7

△1．0

△2．5

備 考

上昇品目：小麦粉、カ

レーライス　　、

下降品目1サラダ油、

灯油、レギュラーガソ

リン、軽油、重油、マ

ーガリン、牛乳

横ばい品目：砂糖、し

よう油、食パン、バタ

ー
、

テイッシュペーパ

ー
、

ラップ、理髪料、

ノマーマネント料・

9

　　　卜一キン白石起工式　　　　i　　　　凧づくり講習会

　　　　　O一旭町の大鷹沢工業団地　　i　　　　　　　　　　　　　O一中央公民館

待望の男子型企業の進出が決まりまし煉北金属工112月9日・正月を前に妬嫉公民館で市内の小学

　　　　　　　　　　　　　　　　　生を対象にした凧づくり講習会がにぎやかに繰り広げ業（本社・仙台市、古後正徳社長）の100％出資会社
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　られました。
「トーキン臼石」（本社白石市、資本金5，000万円）の
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　この講習会は、「自分の手で作ることの喜びと伝承が
起工式が・12月6日旭町の大鷹沢工業団地で古後社長　i　ん具についての知識を高めよう」と同館が呼びかけた

や川井市長等関係者約50人が出席して行われました。　i　もので、参加した市内約30人の子ども達は講師の小岩

計画によると、新工場は60年3月には一部操業、5月　i　庄一さんや市内のお年寄りたちの指導で昔ながらの和

から本格操業に入る。従業員は当初300人でスタート、i　凧づくりに熱心に取り組みました。完成した手づくり

最終的には600人を予定し、その半数が男子であり、　i　の凧を手に、子どもたちは大はしゃぎ、得意気な笑顔

安定した雇用の場として期待されます。　　　　　　　　は師走の寒さを吹き飛ばすいきおいでした。

　　　　　　　　　　　　　　わだい

　
　
　
　
　
　
　
獺

　　　一足早くおもちつき

　　　　　　　　　　O一不忘学園
12月13日・白石市大鷹沢の県整肢不忘学園（伊藤俊

夫園長）の中庭で、お正月を前に一足早いもちつき大

会がにぎやかに行われました。ことしで14回目を数え

るこの大会は、身障者福祉協議会臼石支部（高橋清作

会長、会員約380人〉が毎年行っているもので、うす

ときねで昔ながらのもちつきを披露。訪れた川井市長

も飛び入りし、園児から盛んな拍手が湧きました。っ

きたてのもちはさっそく、おしるこやお雑煮に。約60

人の園児たちは、お代わりの連発。師走の昼さがり楽

しい昼食会となりました。

●画

　　　　一日警察本部

　　　　　　　　　○一中央公民館
自石警察署管内の一日警察本部が、このほど白石市

中央公民館で県警音楽隊の名演奏をはじめに開かれま

した。約50人が集まった会場には、宮城県警察本部の

高田本部長ほか幹部6名が出席、司会は広報課長ど地

元小野寺白石署長が務め、質疑応答の形式で進められ

ました。質問では、警察の現状やみぢかな，駐在所の新

築の要望やパトカーの新規購入時期などがあり、市民

の安全を守る警察への信頼と関心がうかがわれ、各部

長さんたちも専門的立場から熱心に説明応答していま

した。
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青
年
海
外
協
力
隊
員
の

　
　
任
務
を
終
え
帰
国
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
畑
　
け
い
子
さ
ん

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
現
地
の
ひ
と
び
と
と
生
活
を
と
も
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
技
能
を
活
か
し
て
、
自
ら
の
利
益
を
求
め
る
こ

と
な
く
、
ひ
た
す
ら
開
発
途
上
国
の
新
し
い
国
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
四
日
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
国
に
お
い
て
幼
稚
園

の
先
生
達
な
ど
の
指
導
教
育
に
情
熱
を
捧
げ
、
無
事
任
務
を
果
た
し

帰
国
し
ま
し
た
小
畑
け
い
子
さ
ん
▽
白
川
犬
卒
都
婆
艮
（
三
十
三
歳
）
。

　
小
畑
さ
ん
は
、
五
十
七
年
十
月
に
日
本
を
出
発
、
約
二
年
と
ニ
カ

月
間
マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
テ
ィ
ン
ギ
町
の
ワ
ハ
（
日
本
語

の
意
目
小
高
い
丘
）
を
中
心
と
し
て
現
地
教
育
の
指
導
の
任
務
に
携

わ
り
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
は
、
や
は
り
い
い
で
す
ね
1
已
と
帰
国
し

て
か
ら
の
一
言
。
「
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加
の
動
機
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
の
あ
こ
が
れ
か
ら
と
か
つ
て
の
職
場
（
臼
石
市
の
保
育
園
の

保
母
な
ど
に
勤
務
）
の
経
験
が
生
か
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
加
え
て
幼
児

教
育
指
導
の
受
け
入
れ
を
マ
レ
ー
・
ン
ア
で
行
っ
て
い
た
の
で
挑
戦
し

ま
し
た
」
と
述
べ
、
「
現
地
マ
レ
ー
シ
ア
ヘ
の
出
発
前
は
、
日
本
で
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
語
の
マ
レ
ー
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
二
ヵ
月
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
短
期
間
で
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
的
な
隊
員
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
訓
練
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
積
極
的
に
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
に
励
み
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
出
発
前
の
決
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
語
っ
て
く
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
で
は
、
十

三
の
フ
ェ
ル
ダ
（
集
落
）
で
の
指
導
、

主
に
先
生
約
四
十
人
に
対
す
る
幼
児

教
育
の
取
り
組
み
方
全
般
で
、
計
画

か
ら
展
開
ま
で
と
講
習
会
に
よ
る
指

導
で
す
。
「
休
日
に
な
る
と
訪
れ
る
父

兄
に
対
し
、
自
分
の
特
技
の
か
ぎ
針

に
よ
る
編
み
物
や
押
し
寄
せ
る
子
供

達
に
自
分
が
持
っ
て
い
っ
た
絵
本
な

ど
を
見
せ
、
マ
レ
ー
人
と
よ
り
仲
良

し
に
な
り
、
活
動
す
る
上
で
役
に
立

ち
、
皆
が
ケ
f
コ
と
親
し
く
名
を
呼

び
順
調
に
仕
事
が
で
き
ま
し
た
」
と

に
っ
こ
り
o

　
た
く
さ
ん
撮
っ
た
写
真
か
ら
思
い

出
す
こ
と
は
の
質
問
に
、
「
一
緒
に
花

を
飾
っ
た
り
、
手
づ
く
り
の
菓
子
を

作
っ
た
り
、
日
本
語
で
子
供
達
と
歌

っ
た
「
海
」
の
曲
な
ど
、
特
に
、
食

事
に
招
か
れ
家
族
的
な
雰
囲
気
を
味

わ
っ
た
時
は
、
自
分
も
一
緒
に
こ
こ

に
住
み
、
学
ぶ
と
い
う
謙
虚
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
楽
観
的
な
一

面
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
彼
女
の
暖

か
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
同
じ
ア
ジ
ア
人
同
志
と

い
う
意
識
か
ら
く
る
生
活
と
の
結
び

つ
き
は
、
文
化
の
伝
達
授
受
の
方
法

や
信
頓
関
係
で
仕
事
を
進
め
る
の
に

多
く
役
立
ち
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
も

と
に
国
際
的
な
感
覚
が
得
ら
れ
た
の

は
大
変
嬉
し
い
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
小
畑
さ
ん
は
、
～
月
中
旬
、
再
度
マ

レ
ー
シ
ア
の
S
会
社
の
要
請
に
よ
り

幼
児
教
育
の
重
要
な
職
に
携
わ
る
こ

と
と
な
り
、
長
期
間
帯
在
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
畑
さ
ん
の
今

後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
白
石
市
の
区
域
内
は
山
は
多
い

が
鉱
山
は
少
な
い
。
わ
ず
か
小
原

の
東
南
地
区
に
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
二
、
三
の
小
鉱
山
が
あ
る
。

だ
か
ら
鉱
山
に
関
す
る
地
名
も
乏

し
い
が
、
し
か
し
全
然
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
市
内
各
地
に
「
金
山
」

と
い
う
地
名
が
よ
く
あ
る
。
か
わ

ヤ
噛
・
と
呼
ん
だ
り
、
か
わ
ヤ
で
と

い
っ
た
り
呼
び
方
は
｝
様
で
は
な

い
が
、
鉱
山
に
関

係
が
あ
る
．

　
イ
原
上
戸
沢
の

　
　
　
ま
ん
ヰ
ニ
フ

金
山
は
万
蔵
銅
山

や
馬
頭
鉱
山
の
鉱

夫
の
住
ん
で
い
た

部
落
だ
と
い
う
。

上
小
原
の
百
貫
山

に
は
百
貫
鋼
山
が

あ
り
、
銅
や
銀
が

一
年
間
に
百
貫
目

（
約
三
七
五
キ
ロ
｝

も
採
掘
さ
れ
た
こ

の
跡
さ
え
不
明
で
あ
る
。
こ
の
地

域
に
江
戸
時
代
「
し
ゅ
く
が
沢
屋

敷
」
と
い
う
古
い
屋
敷
が
あ
り
、

最
後
に
残
っ
た
独
居
老
人
が
盗
賊

に
襲
わ
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
。
老

人
は
金
塊
を
も
っ
て
い
た
の
で
ね

ら
わ
れ
た
と
か
、
古
老
は
伝
え
て

い
る
。
森
合
の
金
山
は
こ
二
に
七

曲
鉱
山
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で

つ
い
た
。
寛
延
年
間
二
七
四
八

　
　
　
　
　
　
ー
五
一
）
臼
石
城

地名アレコレ

　　⑯

と
も
あ
る
と
し
う
と
こ
ろ
か
ら
つ

い
た
名
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ

上
小
原
の
赤
井
畑
や
赤
沢
山
と
い

う
地
名
は
こ
の
地
域
一
帯
に
銅
鉱

石
が
あ
る
の
で
岩
石
や
土
壌
が
赤

み
を
帯
び
て
い
る
た
め
つ
け
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。
郡
山
の
金
山
や
金

倉
な
ど
の
小
字
名
は
古
い
時
代
に

鉱
山
が
あ
っ
た
の
で
つ
い
た
地
名

だ
と
伝
え
て
い
る
が
、
今
は
鉱
山

伝説や歴史と地名（3

う
場
所
が
あ
り
、

と
い
う
古
い
小
社
が
あ
る
。
祭
神

は
石
稲
荷
と
い
う
稲
荷
さ
ま
で
、

こ
の
辺
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
。
こ

の
石
稲
荷
と
い
う
神
様
の
本
体
は

石
で
、
実
は
金
鉱
石
を
祀
っ
た
も

の
だ
と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
あ

た
り
に
鉱
山
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
不
思
議
な
話
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
｛
市
史
編
さ
ん
室
）

に
近
い
と
い
う
理

由
で
採
掘
中
止
に

な
つ
た
。
内
親
の

金
山
は
大
萩
山
の

北
に
連
な
る
山
で
、

三
沢
の
金
山
沢

（
金
山
）
と
と
も
に

昔
、
鉱
山
が
あ
っ

た
と
い
う
が
、
な

に
も
わ
か
ら
な
い
。

国
鉄
北
白
川
駅
の

そ
ば
に
金
谷
と
い

　
こ
こ
に
石
神
社
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鴎
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　　　市

歌

曹民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

指
先
に
う
つ
る
匂
ひ
も
快
く
紫
蘇
の
実
を
も
ぐ
朝
の

ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

は
る
ば
る
と
車
に
揺
ら
れ
た
ど
り
着
く
娘
の
住
む
紅

葉
燃
ゆ
る
田
沢
湖
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

陸
橋
に
仔
て
ば
真
下
を
急
行
の
コ
ン
テ
ナ
列
車
長
々

と
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

花
好
き
の
友
持
ち
く
れ
し
菊
の
花
佛
壇
に
供
ふ
あ
ふ

る
る
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

く
す
玉
の
さ
ま
に
も
似
た
り
花
ヤ
ツ
デ
冬
陽
を
浴
み

て
ふ
く
ら
み
て
お
り
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

金
婚
ま
で
あ
と
十
四
年
の
歳
月
と
夫
と
語
り
ぬ
結
婚

記
念
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

夕
暮
れ
の
人
影
も
無
き
十
和
田
湖
の
乙
女
の
像
に
落

葉
舞
い
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

秋
深
く
黄
ば
み
し
山
の
果
て
し
な
く
朝
日
に
染
ま
る

栗
駒
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

素
枯
れ
行
く
庭
草
の
中
ほ
う
ず
き
の
赤
き
実
見
ゆ
る

半
ば
埋
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

片
言
の
舌
廻
ら
ざ
る
孫
囲
み
今
宵
賑
わ
し
娘
の
里
帰

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

十
月
も
墨
き
ゆ
く
宵
を
軒
先
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
音
を
わ

れ
は
た
し
か
む
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

孫
守
り
遊
び
疲
れ
て
寝
る
孫
に
手
抜
け
て
憩
ふ
午
後

の
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

霜
月
の
半
ば
を
過
ぎ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
山
茶
花
咲
け
り

風
に
吹
か
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
太
田
み
つ
よ

暮
れ
な
ず
む
野
道
を
下
校
の
児
ら
の
歌
声
は
遠
く
聞

こ
ゆ
る
わ
が
厨
辺
に
　
　
山
田
濱

素
枯
れ
た
つ
川
面
の
芦
に
風
立
て
ば
葉
摺
れ
の
音
に

心
寂
し
き
　
　
　
　
　
　
　
．
　
大
友
　
正
三

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

風
の
ま
ま
白
さ
増
し
ゆ
く
枯
芒

新
米
を
宅
配
便
で
子
に
送
る

草
の
花
持
ち
よ
り
今
日
の
風
炉
名
残

選
挙
す
み
村
は
静
か
に
紅
葉
し
て

ゆ
る
や
か
に
落
葉
流
る
る
町
の
川

車
窓
よ
り
国
見
峠
の
紅
葉
濃
し

夕
映
え
の
城
の
白
壁
蔦
紅
葉

木
洩
れ
日
に
紅
葉
ち
り
ゆ
く
奥
入
瀬
に

く
ね
る
路
登
る
車
窓
の
谷
紅
葉

小
春
日
や
花
を
と
び
交
う
虫
群
る
る

空
家
あ
り
菊
の
香
匂
い
庭
昏
る
る

窯
小
舟
漕
ぐ
人
々
の
得
意
げ
に

道
端
の
白
き
墓
標
に
霜
柱

せ
ん
べ
い
に
鹿
を
よ
び
つ
つ
秋
晴
る
る

豆
柿
の
赤
く
し
だ
る
る
空
家
か
な

O
次
回
は
寒
明
、

　
鈴
木
民
子

　
川
村
静
恵

　
青
木
良
子

　
大
庭
良
子

高
橋
和
歌
子

　
岡
崎
澄
子

　
佐
藤
周
子

　
太
田
敏
子

　
草
野
美
沙

　
鈴
木
い
く

　
佐
藤
は
る

　
佐
藤
善
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
猫
の
恋
三
句
投
句
し
て
く
だ
き
い
。

〇
二
月
例
会
は
二
月
二
十
四
日
㈹
中
央
公
民
館
で
行

　
い
ま
す
。
題
余
寒
、
推
詠
。

　　※お詫びと訂正　先月号掲載のわたしのケッサク「とびばこ」の作者こむろひでとし君の学校名は（小原小）の誤りでした。
ノ’
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　退職被保険者が
　　医者にかかるとき
　昨年10月1日に施行された退職

者医療制度に該当する方々は、そ

れぞれ加入の手続きを済ませたこ

とと思います。

　もし医者にかかるときは、いま

使っている「保険証」とr国民健

康保険退職被保険者等証明書」（カ

ード）を一緒に医療機関の窓口に

出して受診することになっており

ますが、なかには、保険証または

診察券だけ持参し、証明書を出さ

ないで医者にかかっている人が多

く見られます。

　そうしますと、医療費はいまま

，でどうり3割が自己負担分として

請求され「損」をしますので、十

分ご注意ください。

　自己負担分

　本人…2割〈外来・入院とも＞

　家族…3割〈入院のとき2割＞1

　なお、保険証と証明書はセロテ

ープなどで貼りつけ、大切に保管、

してください。

広げよう！　スパイクタイヤ自粛の輪

　59年12月1日～60年3月31日

〈重点目標〉

（1）スパイクタイヤ使用自粛運動の

　浸透

〔2）地域ぐるみの門前雪かき運動の

　推進

（3）冬道安全運転にっいての正しい

　知識の普及

〈目標別実践事項〉

（1）スパイクタイヤの使用自粛推進

　道路粉じんのない住みよい地

　域づくりのため、家庭、職場で

　スパイクタイヤの使用自粛にっ

　いて話し合い実践する。

〔2）地域ぐるみの門前雪かきへの参

　加、実践

　　自宅前の道路は、みんなで声

　をかけ合い、雪かきや清掃作業

　に進んで参加実施する。

（3）冬道における安全運転の励行

　　タイヤには、それぞれ路面の

　状況に応じた使用方法がある。

　タイヤの性能、特性等を十分認

　識し、正しい使用に心掛けると

　ともに、運転マナーの向上や雪

　道に諭ける安全速度の励行、適

　正車間距離の保持等安全運転に

　努める。

公民館だより

　
　
　
会

館
房
、

　
　
　
景

圭
目
漏

図
＝

正月休みのひととき、読書を楽

しんでみませんか？

　今春、成人式を迎える方、新社

会人となられる方に読んでいただ

ける図書を特集コーナーに用意し

ました。ぜひご利用ください。

常設の暮らしのコーナーには寒

い季節を楽しむ料理、あみもの、

薦成熟、式には簡素な服装で

　ことし、市内で大人の仲間入り

をする新成人は約500人で、これ

らの方々の成人式を次により取り

行います。

〉日時　1月15日（火）午前10時

〉場所　中央公民館

　　　特集コーナー

豊かな入生＝・

洋裁、園芸のぽか、育児、健康に

関する本なども……。

　子ども達には、冬のスポーッ、

たのしい室内ゲームの本のほか、

うし年にちなんだ本なども用意し

ています。家族そろって、楽しい

読書にお役立てください。

圃新春囲碁・将棋大会
　中央公民館の主催で次により行

いますので、ふるってご参加くだ

さい。

〉日時　昭和60年2月3日（日）午前

　9時開始
〉会場　中央公民館

〉会費　1人1，000円（昼食代等）

〉参加対象　市民

レ試合方法　囲碁・将棋の部とも

　段級別によるリーグ戦

〉申し込み　1月25日（金）まで申込

　書に記入の上、会費1，000円を

　添えて中央公民館に申し込みく

　ださい。（申込用紙は中央公民館

　にあります）

※詳しくは、中央公民館岱6－24

53、4－5377）へお問い合わせく

ださい。

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

す
は
ら
し
い
と
き
　
　
　
渡
辺
　
茂
男

愛
他
心
の
発
達
心
理
学
　
高
野
　
．
純

日
本
の
古
代
遺
跡
1
5
巻
　
宮
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
雅
樹

満
州
に
残
留
を
命
す
太
田
正

ミ
ッ
ド
ゥ
ェ
ー
の
奇
跡
　
上
・
下

　
　
　
　
ゴ
ー
ド
ン
・
W
・
プ
ラ
ン
デ

無
実
は
無
罪
に
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社

会
社
法
読
本
　
　
　
　
田
村
諄
之
輔
外

坤
欄
田
枝
理
子
の
気
分
は
サ
イ
エ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
田
枝
理
子

最
新
が
ん
の
百
科

　
　
　
　
平
凡
社
教
育
産
業
セ
ン
タ
ー

動
物
医
・
う
っ
・
は
っ
・
ふ
う

　
　
　
　
　
デ
ヴ
f
ノ
ト
ニ
T
f
ラ
ー

ホ
ー
ム
す
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
矧
晴
一
郎

や
さ
し
い
八
形
づ
く
り
　
米
山
　
京
子

衛
星
放
送
の
受
信
入
門

　
　
　
　
　
　
　
日
本
放
送
出
版
協
会

子
供
を
の
ば
す
ピ
ア
ノ
レ
ノ
ス
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
恵
子

私
の
い
い
ふ
り
こ
き
へ
生
淡
谷
の
り
子

し
ッ
閣
．
ン
ス
　
　
　
日
本
放
送
協
会

新
聞
の
二
と
ば
事
典
　
　
朝
日
新
聞
社

意
地
悪
は
死
な
ず
　
　
　
山
本
　
夏
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
七
平

は
な
子
さ
ん
、
い
っ
て
ら
っ
し
ヵ
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
月
　
小
春

私
は
い
つ
で
も
忙
し
い
　
宇
野
　
干
代

か
ん
こ
ろ
も
ち
の
島
で
　
柴
田
　
良
子

う
ら
お
も
て
人
生
録
　
　
色
川
　
武
大

鳥
た
ち
の
夜
上
．
下
水
上
　
勉

イ
ル
ゼ
の
旅
　
　
　
　
胡
桃
沢
耕
史

ゴ
ー
リ
キ
ー
・
パ
ー
ク

　
マ
ー
テ
ガ
ン
・
ク
ル
ー
ズ
・
ス
ミ
ス

　
子
ど
も
の
本

お
か
あ
さ
ん
の
ぽ
う
ち
ょ
う
　
ほ
う
ち

ょ
う
が
で
き
る
ま
で
　
島
田
ア
ツ
ヒ
ト

き
つ
ね
の
し
っ
ぽ
が
な
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
え
　
　
み
ず
ほ

え
ら
い
ぞ
サ
ー
ブ
！
　
　
手
島
　
悠
介

ツ
グ
ミ
た
ち
の
荒
野
　
　
遠
藤
　
公
男

少
年
サ
ノ
カ
ー
　
　
　
　
杉
山
　
隆
一

なみ

のん

図

圭日
館
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昭和60年度市県民税申告納税相談日程表　蕎

月日

2〆1

5

6

7

8

12

13

14

15
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18

19

20

21

22

23

25

26
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蔓

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

曜
日

金

火

水

木

金

火

水

木

金

土

肩

火

水

木

金

土

月

火

土

月

火

水

木

金

士

月

火

水

木

絵

地区名

全域

越河

斎川

大平

大鷹沢

自川

原

　
　
　
鷹

越
斎
大
大

福岡

臼　川

福岡

白石

全域

対象行政区及ぴ時問
午前9：0P～ユ1：0〔）：午後工：00～4＝QO

譲渡所得者
　
区

　
区

　
区

昼
ゴ

業
除腺区

殊
全
待

越
業
コ

8区・9区・1・区i橿5区・6区

区区
一
区

4
θ
U

蔀
ば議蹄区

殊
全
特

斎
業
こ

7－1区、7－2i1区、2区、3区
区、8区　　　：4－1区

　
区区

事
ば

業
蹴締区

殊
全
特

平
“
ナ

大
業
こ

　　　　　i3－1区、3－2
6区、7区、8区　　　　　i区、4区、5区

　
区

　
区

　
区

業
た慧綴沢

芦

鷹
業
O

大
事
ぽ

7区、8区、9区i3区、4区、5区
10区、11区　　　：6区

4区、5区

　
区

　
区

営
畑離解

）

り
業
二

」
事
∬

区
齪

3
業
ー

上戸沢、下戸沢、i大能、東、塩倉、
赤井畑、冷清水　i中北

坂赤丁斤鼻
元

猿
湯

原
特

」
業
ー

平
事
⊃

保
弩

吹
宮
た

d
嶋
含

戸
区
畑

明
老
殊

越河、大平地区のi斎川、大鷹沢地区の

「薬たばこ」事業者：「葉たば二」事業者

川原子、不忘、蔵i酪農事業者幅岡

王：全区1、芹沢
滝上、滝下、尾箆i

驚、警！台㌫大i難騨繍

上原、下原、山根i沖区

6区、7区

詳西区上・西i南区、瓢北区

営業、事業、特殊畑

田町
i長町、亘理町、短
：ケ町、新町

柳町 i西益岡、中益岡

東益岡、清水小路、
寿町　　　i鷹巣

南町、本町、中町i

倉下 郷本

上郡山 i郡山

本郷1 i本郷2、†：郷4

白石市税務課指定事業者の申告日

上記日程に申告ができなかった方1確
定申告の方は午前中1

会　場

市役所
大会議室

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

臼川公民館

小原公民館

市役所
大会議室

福岡公民館

市役所
大会議室

福岡公民館

市役所
大会議室

深谷公民館

市役所
大会議室

薦
漿
民
税
畠
告
相
談
は
．
．
輩
相
謬
㎜
所
得
税
．
申
告
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
税
の
白
石
で
の
相
談
日
は
二

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
二
月
一
　
　
を
営
ん
で
い
る
人
。
　
　
　
　
　
　
　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
三
月
一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
次
の
日
　
▽
譲
渡
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子
、
　
▽
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
　
日
の
三
日
間
市
役
所
大
会
議
室
（
四

程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受
付
会
　
　
雑
収
入
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。
　
も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理
由
　
階
）
で
行
い
ま
す
。

場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
　
　
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
納
税
者
が
昭
和
五
十
九
年
中
に
得

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を

陥
由
止
q
を
必
要
と
す
る
人
…
　
▽
給
与
を
二
箇
所
以
上
の
事
業
所
か
　
…
申
告
に
必
要
な
も
の
㎜
計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を
精

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
ら
受
け
て
い
る
人
。
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
算
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
　
▽
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給
与
　
　
申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。
　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
税
金
が

居
住
し
て
い
て
昭
和
五
十
九
年
中
に
　
　
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
　
▽
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領
　
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
給
与

所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を
し
　
　
い
な
い
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
証
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
　
▽
医
療
費
の
受
領
書
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
、

　
【
該
当
者
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払
報
告
　
▽
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書
　
　
　
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

▽
商
業
、
農
業
、
製
造
業
な
ど
事
業
　
　
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
　
▽
印
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

い
と
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税

金
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
税
金
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で

も
税
務
署
で
は
申
告
書
を
受
付
け
て

い
ま
す
か
ら
早
目
に
申
告
し
て
還
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
義
務
対
象
者
に
は
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
初
め
て

の
方
は
税
務
署
ま
た
は
市
税
務
課
の

窓
口
か
ら
用
紙
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
￥

ず2



　　　　　　　　　　　　　＾　　・、／
　　　　稲　　　　　　　　鋲
　　　誼議　　懸，－．　』　　F奎
　　　　　　　　　　　　　　ドえ　

覧、匿葦職濯、
〒999－02

せ三☆

τ・且1

　　　　　　　　　　甑僖無の威在地、

　　　　　　　　　　白石榔輔錠

容521網鰹劇『．．藁，厩一

（国民年金）
、」　　　　　　　　　　　　　　　　　、■

　成人の証に加入
　　　　　　一個民年金

　成人式を迎えられるみなさん、

おめでとうございます。

　20歳、これからあなたは社会人

として多くの権利が認められ、あ

わせていろいろな義務を負うこと

になります。国民年金に加入する

こともそのひとっです ⊃

　わが国では、国内に住む20歳か

ら59歳までのすべての入が、必ず

いずれかの公的年金制度に加入す

ることになっています，⊃加入する

制度は職業によって違い、会社や

工場に勤める方は厚生年金保険、

公務員の方は共済組合というよう

に7つの制度にわかれています。

国民年金は、農業、商業、サービ

ス業などに従事するへと、その家

族の人たちが加入する制度です。

　これから成人式を迎えられるみ

なさんは、「年金はまだ先のこと」

と思われるかもしれません。しか

し、老後の年金はもちろんですが、

長い人生の中では、いろいろと不

測の出来事がおこる場含がありま

す。けがや病気で障害者になって

しまったり、不幸にも一家の1動き

手を失ったり、子どもが孤児にな

ったときなど、国民年金からそれ

ぞれ障害、母子、遺児などの年金

カf支糸合されます。

　このように、国民年金に加入す

ることは、安心した生活を送るた

めの基礎づくりといえるのではな

㌧・で’しようカ・。

　国民年金への加入手続きにっい

ては、市民課国民年金係または各

出張所へお問い含わせください。

翻櫓溢1県農業センサスに

　　　　　，二』協力を

　農業センサスは五年毎にすべて

の農家等を対象にした、いわば「農

業の国勢調査」であります。この

調査は農業の現況を的確に把握し

国や県、市町村での農業政策を進

めるのに必要な基礎資料を作るた

めに行います。2月1日前後に地

域の調査員が調査にお伺いします

ので、ご協力をお顧いします。

〉調査対象…すべての農家及び農

家以外の農業事業体

〉調査期日…昭和60年2月1日

レ調査事項…世帯員、土地、収穫

面積、果樹園面積等。施設園芸、

家畜・養蚕、農業用機械、農業雇

用、請負作…業等、農産物の販売、

林業労働。

消防団出初式1月6日
　サイレン吹鳴午前8時
昭和60年白石市消防団の出初式は

1月6口に開催します。当目は午

前8時にサイレンが吹鳴されます

び）で、お知らせします。

15

　急＿＝富一〆翻胃がん検診
　昭和59年度胃がん検診を実施し

ますので、受診されるようお知ら

せします。

＞検診予定日　昭和60年2月25日

　から3月16日まで（申込者には

　直季妾連絡します）

〉検診料金1，500円（市助成2，600

　円、自己負担1，500円）

　※70歳以上の方は無料です。

1〉検診対象者　40歳以上の市民

　（40歳以下も可。但し、4，100円全

　額負担）

＞受診場所　白石市健康センダー

　越河、自川、小原公民館

〉申し込み　衛生課、出張所、分

　室に直接または電話で申し込ん

　でください。

＞申し込み期限　昭和60年1月31

　日まで。

　　　　　　　　　　　　、＼

（衛　　生）

　国保被保険者証の

　　　　　　更新は3月に

　ことし（3月）は国民健康保険

者証の更新です。従来のウグイス

色からクリーム色の保険証に変わ

ります。

　4月1日から新しい保険者証で

お医者さんにかかることになりま

すから忘れないで取り6えてくだ

さい。

　なお、退職者医療保険制度の彼

保険者証も新しく交付されます。

　更新の日程は3月中旬以後です

が、くわしくは3月発行の広報し』

ろいしでお知らせします。

魍身体障害者手帳交付

　対象者の拡大について
　今まで認められていなかった、

人工肛門、そしゃく、意識障害の一

部の方々も手帳交付を受けられる

ようになりました。

　詳しくは、福祉事務所繍止係費5－

2111（内線139）までご相談ください。

　國刈田綜合病院職員募集

　　昭和60年4月1日に採用する職

　員を募集します。

　1〉職種と採用予定人員

　　初級・一般事務A（男子）若干名

　　初級・一般事務B（女子）若干名

　〉受験資格

　　自石市、蔵王町、七ケ宿の区域

　　内に居住し、昭和60年3月高等

　　学校卒業見込みの者。

　〉第一次試験

　　昭和60年2月3日（日）10時～12時

憶〉試験会場

　　刈田綜合病院大会議室

　〉受験手続

　　受験申し込み用紙は、刈田綜合

　　病院庶務課人事係に用意した用

　　紙を使用し、所要事項を記入し

　　て提出してください。

　＞申し込み受付期問

　　昭和60年1月10日〔木〉～1月19日

　　〔土ぽで

　　※郵送の場合は、1月19日消印

　　まで有効。

　〉申し込み受付時間

　　平日は、午前8時30分から午後

　　5時まで。土曜日は正午まで。

　　（日曜、祭日を除く〉

　＞その他

　11｝受験に関する問い合わせは

　　　白石市字桜小路30

　　刈田綜合病院庶務課人事係へ

　　費5－2145内線206番

　（2）受験申し込み用紙の請求等を

　　郵便で行う場合は、あて先明記

　　の返信用封筒（60円切手貼付）

　　を同封のこと。

　灘昭和60年度白石市保育園

　　　入園申し込み受付時間の訂正

　昭和59年12月号広報しろいしに

掲載されました入園申し込み受付

時間を「平日8二30～5：30」を「平

　日8：30～5100」に訂正いたします。

圏和紙工芸教室募集

　だれにでも簡単にできる、いま

話題のホビーキット！

レ場所　働く婦人の家

〉受講料　無料（ただし教材費に

　ついては個人負担）

〉申し込み　1月16日（水ぽで、働

　く婦人の家恐5－5095へお’申し込

　みください。

開催臼

1月18日

25日

30日

擢艮

金

金

水

内 容

くるみ絵（短冊立雛）

三段引出し箱（和ダンス）

六角マガジン尾輪雑葛て

募集人員

20名
20

20

実施時間
午前9：30～12：00

　　　〃
〃

圏臨時教育審議会からの

　　　　　　　お願い

　臨時教育審議会では、昨年9月

5日の第1回総会以来、我が国の

教育の在り方について審議を進め

ていますが、審議にあたって広く

国民のみなさまのご意見、ご要望

を十分お聞きしたいと考えており

ます。

　個人、団体を問わず、国民のみ

なさまからの教育改革等に関する

ご意見等をお寄せくださるようお

願いします。お寄せいただいたご

意見等は、今後の審議において活

用させていただきます。

　ご意見等は書面により〒100東京

都千代田区永田町1－6－1　臨時教

育審議会事務局までお送りくださ

いo

圃昭和59年度宮城県青少年

　ふるさと運動発表大会
〉日時　1月27日午前10時～14時

〉場所　白石市中央公民館

レ主催　宮城県教育委員会

産業別最低賃金改正のお知らせ
　宮城県労働基準局では、宮城県

内において適用する産業別最低賃

金を次表のとおり改正することに

しました。

　使用者は、この最低賃金額より

低い賃金で、労働者を使用するこ

とはできません。なお、パートタ

イマー等、賃金の大部分が時間に

よって定められている者について

は1時間当りの時間額が定められ

ています。そのほか、精神または

身体の障害により、著しく労働能

力が低い方とか、ごく軽易な業務

に従事する方など、最低賃金を適

用することが必ずしも適当でない

者にっいては、労働基準局長の許

可を受ければ、個別に適用の除外

が認められます。

　詳細については、宮城労働基準

局賃金課岱0222－21－6111（内線231

～235）または最寄りの労働基準監

督署にお問い合わせくだきい。

最低賃金の件名

宮城県最低賃金
　　機械金属製晶等製造業及び

寛　自動車整備業最低賃金
1虫

業　木材・木製品、家具・装備

別　品製造業最低賃金

最

低　食料品製造業最低賃金
賃，

金「卸売勤小蝶（飲館を

　　含む）最低賃金

最低賃金額
日　　額

3，125円

3，568円

3，473円

3，378円

3，296円

闘時1

391円

446円

435円

423円

412円

生
日

発
肩

力効
隼

59．10．26

59．12．31

59．12．31

59．12．31

59．12．31
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耀搬電

・m壷
『
興

　　　　、職嫡噸り讐

、欝る翔
　　手づくり絵本展示会

　さきごろ、市図書館で手づくり
絵本展が開催され、子ども連れの
母親達でにぎわいました。展示さ
れたのは、白石絵本を楽しむ会の
会員達の作品を中心に幼稚園児、

小中学生の作品などで、布や紙な
どの素材が生かされた約50点です。

月日

1／1

2
3
6

13
15
20
27

内 科

三7甫クリニック（516854

刈田病院（5〉2145
加藤㈲医院（5）2001

柿崎医院（5〉22⑳
亘理医院（5）8501
大沼医院（512502
広瀬医院（5）0238
三ギ甫クリニック　（5）6854

外 科

加藤㈹医院（5）4701

刈田医院（5）2145
堤医院（5）1181
銭谷医院（5）2010
宮城医院（5）2062
加藤㈹医院（5）4701

刈田病院（5）2145
堤医院（5）1181

顔
薗
□
　
　
　
■

麟
循

翫　　　
ヤ
ま
ル

　
　
　
．
霞
［

　
　
　
　
一
　
一
p

　　　　　　　　　パ，
、峨、　、一．　髭　』　麺　　茎

　　　八宮荘慰間
　このほど第一児童館のチビッコ
43名が、老人ホーム八宮荘を訪れ

ました。同荘のお年寄りには、肩
たたきのサービスや手づくりの人
形とワッペンをプレゼント。子供達

の演劇が披露されますとお年寄り
からさかんな拍手が送られました。

　　　　　　　　　　　　」

　　事故防止の呼びかけ

　12月の初旬、死亡事故に歯止め
をかけようと呼びかけたr交通死亡

事故抑止非常業態宣言大会」が、市

民会館で開催されました。大会で
は、参加したお年寄りや主婦約20D

名が佐藤県交通部参事官の最近の
交通事情の講演を聞きました。

　　　　　　　　圏メ［コの勤ξ

※都合により変更になる場合もあります。

相 談（1月分）

相談区分

入権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦入相談

無料法律
相　　談

障身
相

者
談

相談日

16

16

16

25

時　　間

10＝00～

　15：00

10：00～

　15＝00

10＝00～
　15：00

10：00～
　12＝OO

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、儲地借家、雇傭、

差別待遇間題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

1月は休みです。

16

16

　16
毎週月・火・

水・木・金

リオン11・22

ニホン18

16

16

9

9：30～

　15＝00

10：00～

　16：00

10：00～

　15＝00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10＝00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

10：00～

　15＝00

臼石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

自石市役所

第三会議室

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法津についての困り

ごと

身体障害者の生活、

耳哉業、　糸吉な昏等

に月1日頃鷹　1口42，565ノ　男2り，804A、㌻21，7引人 世夢”、4・担，酉
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